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道　標

を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

議
題
④
に
つ
い
て
は
、
早
急

に
鹿
児
島
市
内
地
区
の
主
任
司

祭
で
「
唐
湊
墓
地
」
の
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
主

任
司
祭
を
支
え
る「
墓
地
委
員
」

の
選
出
に
繋
げ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。（
報
告
。
寝
占
敦
之
）

四
月
十
日
（
木
）
夜
、

教
区
本
部
に
中
学
生
か

ら
大
学
生
ま
で
の
若
者

八
人
が
集
ま
っ
て
来
た
。

彼
ら
の
目
的
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
青
年
向

け

カ

テ

キ

ズ

ム

「Y
O
U
C
A
T

」
を
学
ぶ

た
め
。

こ
の
集
い
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
鹿
児

島
純
心
学
園
に
通
う
一

人
の
女
子
高
校
生
の

「
ユ
ー
キ
ャ
ッ
ト
を
学
び

た
い
」
と
い
う
願
い
。

こ
の
願
い
を
叶
え
た
い

と
考
え
た
同
学
園
の
宗
教
科
の

シ
ス
タ
ー
山
内
が
郡
山
司
教
に

講
師
役
を
依
頼
し
、
そ
の
依
頼

を
司
教
が
快
諾
し
て
実
現
し

た
。
そ
し
て
こ
の
「
学
習
会
始

ま
る
」
の
朗
報
は
カ
ト
リ
ッ
ク

教
師
の
連
絡
網
に
も
乗
る
こ
と

に
な
り
、
純
心
女
子
大
学
の
学

生
、
ラ
・
サ
ー
ル
学
園
の
中
高

生
に
も
呼
び
か
け
ら
れ
若
者
八

人
と
引
率
役
の
教
員
二
人
が
学

習
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

初
日
と
な
っ
た
こ
の
日
、
教

区
本
部
の
信
徒
共
同
室
で
始
め

ら
れ
た
学
習
会
で
は
、
司
教
の

質
問
に
臆
す
る
こ
と
な
く
自
分

の
思
い
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え

る
彼
ら
の
屈
託
の
な
い
笑
顔
と

そ
ん
な
彼
ら
の
姿
を
愛
お
し
そ

う
に
見
つ
め
る
司
教
の
笑
顔
が

あ
っ
た
。
学
習
会
を
終
え
た
司

教
も「
楽
し
い
学
習
会
だ
っ
た
。

質
問
に
も
素
直
に
答
え
て
く
れ

登
園
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

―
。
大
き
な
笑
い
声
、
元
気
な

泣
き
声
で
、
に
ぎ
や
か
に
新
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
、
だ
ぁ
れ
？
」
マ
リ

ア
様
を
見
て
質
問
す
る
子
ど

も
。
そ
し
て
「
こ
の
方
は
ね
…
」

と
微
笑
ん
で
お
話
し
す
る
先

生
。
尋
ね
る
側
、
教
わ
る
側
、

と
も
に
神
さ
ま
の
大
き
な
愛
に

包
ま
れ
て
過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
。（
報
告
・
加
世
田
聖
母

幼
稚
園
主
任
　
大
保
ひ
と
み
）

各
小
教

区
で
四
旬

節
の
黙
想

会
が
開
か

れ
る
中
、

最
近
ま
と

ま
り
を
見

せ
始
め
て

い
る
青
年
た
ち
も
青
年
担
当
の

石
田
望
神
父
の
指
導
の
も
と
復

活
祭
へ
の
準
備
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
。

四
月
六
日
（
日
）
午
後
、
教

区
本
部
で
開
か
れ
た
黙
想
会
に

は
、
金
曜
日
に
集
い
を
持
っ
て

い
る
青
年
た
ち
六
人
。
こ
れ
に

も
と
青
年
た
ち
数
人
も
加
わ

り
、
熱
心
に
講
話
を
聞
き
心
を

整
え
る
作
業
を
行
っ
た
。

「
教
会
に
若
者
が
い
な
い
」
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。
そ
ん
な

中
、
自
ら
の
意
志
で
要
理
を
学
び
た
い
と
い
う
若
者
が
司
教

を
講
師
に
学
習
会
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

司
祭
職
制
定
の
記
念
日

（
四
月
十
七
日
）
に
ザ
ビ
エ
ル

教
会
で
「
聖
香
油
ミ
サ
」
が

さ
さ
げ
ら
れ
た
。

説
教
し
た
郡
山
司
教
は
、

教
区
司
祭
の
霊
性
と
新
任
地

に
赴
任
し
た
際
の
心
構
え
を

若
い
司
祭
た
ち
に
伝
え
た
ほ

か
、「
教
区
司
祭
に
外
国
人
ば

か
り
が
増
え
、
邦
人
司
祭
が

な
か
な
か
育
た
な
い
」
と
憂

い
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
司
祭
た

ち
に
も
、「
日
本
人
も
外
国
人

も
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
一
つ
。

多
様
性
だ
と
捉
え
て
欲
し
い
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

▼
二
田
奈
津
子
修
道
女

ザ
ビ
エ
ル
教
会
出
身
の
二

田
奈
津
子
修
道
女
（
シ
ョ
フ

ァ
イ
ユ
の
幼
き
イ
エ
ズ
ス
会
）

が
三
月
二
十
二
日
（
土
）
終

生
誓
願
を
宣
立
し
た
。

▼
物
部
康
子
修
道
女

一
九
八
三
年
か
ら
数
年
間
、

司
教
館
で
教
区
事
務
等
を
担

当
し
た
シ
ョ
フ
ァ
イ
ユ
の
幼

き
イ
エ
ズ
ス
会
の
物
部
康
子

修
道
女
が
三
月
十
二
日
（
水
）

老
衰
の
た
め
入
院
先
の
熊
本

市
の
イ
エ
ズ
ス
の
聖
心
病
院

で
帰
天
し
た
。
八
十
四
歳
だ

っ
た
。

四
月
七
日
（
月
）、
教
区
本

部
で
司
祭
評
議
会
が
開
催
さ
れ

た
。
議
題
は
以
下
の
四
つ
。

①
昨
年
十
一
月
二
十
四
日
に
閉

じ
ら
れ
た
「
信
仰
年
」
の
総

括
②
今
年
の
世
界
代
表
司
教
会
議

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
家
庭

の
司
牧
的
問
題
」
に
つ
い
て

③
今
年
の
教
区
評
議
会
の
テ
ー

マ
④
唐
湊
墓
地
委
員
の
選
出

議
題
①
に
つ
い
て
は
、「
信

仰
年
」
中
の
教
区
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
振
り
返
り
を
行
っ

た
。
教
区
で
は
信
仰
年
を
前
に

「
教
区
評
議
会
」
を
開
催
し
、

信
仰
の
危
機
に
つ
い
て
分
か
ち

合
い
を
実
施
し
た
ほ
か
、「
ノ

ベ
ナ
の
祈
り
」や
聖
体
賛
美
式
、

そ
し
て
「
祈
り
の
小
教
区
づ
く

り
」
が
司
教
か
ら
発
表
さ
れ
、

小
教
区
で
も
で
き
る
だ
け
の
努

力
が
な
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
特
に
北
薩
地
区
で
は
「
祈

り
と
学
び
」
の
集
い
、
奄
美
地

区
で
は
「
信
仰
年
」
を
機
会
に

「
奄
美
地
区
信
徒
大
会
」
を
開

催
し
て
い
る
。

議
題
②
に
つ
い
て
は
、「
家

庭
教
会
」
を
目
指
す
ロ
ー
マ
の

指
導
の
も
と
、
今
の
家
庭
を
取

り
巻
く
様
々
な
問
題
（
離
婚
、

再
婚
、
同
棲
な
ど
）
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
た
。
そ
し
て
揺
れ

る
「
家
庭
」
に
あ
っ
て
「
家
庭

が
果
た
す
べ
き
信
仰
の
伝
達
を

ど
の
よ
う
に
教
会
は
支
え
ら
れ

る
の
か
」
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
、
今
年
度
の
「
教
区
評
議
会
」

の
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。

議
題
③
に
つ
い
て
は
、
議
題

②
の
中
で
決
定
さ
れ
た
通
り
、

九
月
十
四
日
開
催
の
教
区
評
議

会
で
「
家
庭
の
司
牧
的
問
題
」

修
道
会
便
り

若
者
た
ち
を
見
〜
つ
け
た
！

司
教
と
学
ぶ
「Y

O
U
C
A
T

」
学
習
会
始
ま
る

司
祭
の
在
り
方
な
ど
に
言
及

聖
香
油
ミ
サ
で
郡
山
司
教

四
月
一
日
（
火
）
教
区
本
部

で
郡
山
司
教
が
理
事
長
を
務
め

る
聖
マ
リ
ア
学
園
と
カ
ト
リ
ッ

ク
大
隅
学
園
合
同
の
辞
令
公
布

式
が
あ
っ
た
。

式
に
は
、
こ
の
四
月
か
ら
両

学
園
の
幼
稚
園
に
勤
務
す
る
こ

と
に
な
っ
た
教
諭
、
事
務
職
員

と
園
長
ら
約
三
十
人
が
集
ま

り
、
司
教
講
話
で
カ
ト
リ
ッ
ク

幼
稚
園
で
の
教
育
方
針
を
学
習

し
た
。

辞
令
を
受
け
た
国
分
幼
稚
園

新
任
の
石
橋
先
生
は
「
思
い
や

り
の
あ
る
子
ど
も
に
育
て
た

い
。
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
の
教
育

者
と
し
て
園
に
貢
献
し
た
い
」

と
豊
富
を
語
っ
た
。

合
同
で
辞
令
を
公
布

聖
マ
リ
ア
と
大
隅
学
園

た
。
教
会
に
若
者
は
い
な
い
と

言
わ
れ
た
り
す
る
が
、
い
る
こ

と
を
確
信
し
た
」
と
喜
び
を
語

っ
た
。
次
回
は
五
月
十
九
日

（
月
）
午
後
六
時
半
か
ら
教
区

本
部
で
開
か
れ
る
。

学びたいの思いから始まった学習会

聖
母
月
の
五
月
、
鹿
児
島
純
心
女
子
学
園
は
恒
例
の
「
聖
母
行
列
」

を
行
い
ま
す
。
聖
母
マ
リ
ア
様
を
称
え
る
「
行
列
」
と
「
こ
と
ば
の

祭
儀
」
で
中
学
、
高
校
、
短
大
生
と
教
職
員
が
心
を
一
つ
に
し
て
平

和
を
祈
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時：

五
月
三
十
一
日
（
土
）
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分

場
　
　
所：

鹿
児
島
純
心
女
子
学
園
　
唐
湊
キ
ャ
ン
パ
ス

問
合
わ
せ：

鹿
児
島
純
心
女
子
学
園
（
高
校
）

☎
〇
九
九
（
二
五
四
）
四
一
二
一

聖
母
行
列
の
ご
案
内
（
鹿
児
島
純
心
女
子
学
園
）

青
年
た
ち
が
黙
想
会

「
信
仰
年
」
を
振
り
返
る

四
月
開
催
の

司
祭
評
議
会

四
月
十
日
、
加
世
田
聖
母
幼

稚
園
で
は
五
十
二
回
目
の
入
園

式
が
あ
り
二
十
六
人
の
園
児
が

入
園
し
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
手

を
引
か
れ
て
幼
稚
園
の
門
を
く

ぐ
っ
た
新
入
園
児
た
ち
―
。
ニ

コ
ニ
コ
笑
顔
で
、
名
前
呼
び
に

も
元
気
よ
く
返
事
が
で
き
ま
し

た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
で
初

め
て
神
さ
ま
、
マ
リ
ア
様
に
出

会
う
子
ど
も
た
ち
で
す
。
毎
日

の
祈
り
を
通
し
て
、
心
も
体
も

大
き
く
育
っ
て
欲
し
い
も
の
で

す
。入

園
か
ら
数
日
、
元
気
よ
く

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
入
園
式

加
世
田
聖
母
幼
稚
園
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①出水教会
石田　望神父

②阿久根教会
牧山田一神父

②阿久根教会
石神秀人助祭

④入来教会
ハンマ神父

⑤川内教会
メニッヒ神父

⑥溝辺教会
坂本　進神父

⑦国分教会
サンタマリア神父

⑧姶良教会
東　研神父

⑩ザビエル教会
竹山　昭神父

⑩ザビエル教会
アン神父

⑪玉里教会
小隈憲士神父

⑫鴨池教会
泉　浩二神父

⑫鴨池教会
桃薗淳一郎助祭

⑬紫原教会
寝占敦之神父

⑭谷山教会
福崎英雄神父

⑭谷山教会
レヒナ神父

⑭谷山教会
ムイベルガ神父

⑭谷山教会
久保俊弘助祭

⑭レデ本部※
盛　克志神父

⑭レデ本部※
山口重義神父

⑮加世田教会
サントス神父

⑮加世田教会
川口　茂助祭

⑯枕崎教会
スティーブン神父

⑰指宿教会
小川靖忠神父

⑱垂水教会
丸野六雄神父

⑲鹿屋教会
宋　診旭神父

⑳志布志教会
ディーノ神父

㉑種子島教会
鄭　法鐘神父

㉒大笠利教会
内野洋平神父

㉓瀬留教会
タム神父

㉔大熊教会
栃尾泰英神父

㉕古田町教会
松永正男神父

㉕古田町教会
西山達也神父

㉕古田町教会
久保芳一神父

㉖喜界島教会
四條淳也助祭

㉗聖心教会
永山幸弘神父

㉘小宿教会
ティエン神父

㉙古仁屋教会
榊　修神父

㉚母間教会
大松正弘神父

㉚母間教会
ハヌス神父

㉚母間教会
池上聖行助祭

神学院（東京）

中野裕明神父
神学院（東京）

末吉卓也神父

聖マリア学園
田原　章神父

大島地区長館
大野和夫神父

めぐみの園
松森孝郎神父

恵の丘（長崎）
田邊　徹神父

純心聖母会
岡　俊郎神父

引退（東京在）

成相明人神父
出向（横浜教区）

浜崎真実神父

働く教区の聖職者たち
2014年4月現在

①
② ③

④⑤
⑦⑧⑨

⑩⑪
⑫⑬

⑯

⑭⑮

⑰

⑱
⑲ ⑳

㉑

㉒

㉓㉔
㉕㉗

㉙

㉘

㉚

㉖

㉛

種
子
島

奄美大島

喜界島

徳之島
沖永良部島

⑥

※レデンプトール会本部

※㉛和泊兼任

⑨吉野教会
鈴木康由神父

③大口教会
アッシャー神父

鹿児島教区長
郡山健次郎司教

名誉司教
糸永真一司教

ラ・サール学園
山口好信神父

教区本部
美島春雄神父
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最
初
の
偶
数
、「
三
」
と
い
う

最
初
の
奇
数
、「
四
」
と
い
う

最
初
の
平
方
根
を
足
す
と「
十
」

に
な
る
か
ら
で
す
。
さ
て
、
聖

書
に
於
け
る
聖
な
る
数
「
七
」

と
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
に
於
け
る
聖
な

る
数
「
十
」
を
足
す
と
「
十
七
」

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
一
か

ら
十
七
ま
で
を
連
続
し
て
足
し

て
い
く
と
百
五
十
三
に
な
り
ま

す
。
と
い
う
こ
と
は
、
百
五
十

三
と
い
う
数
字
に
よ
っ
て
神
を

信
じ
る
者
も
人
間
の
文
化
に
従

う
者
も
こ
の
地
上
に
於
け
る
す

べ
て
者
、
と
い
う
こ
と
が
表
現

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
す
。

イ
エ
ス
様
が
現
れ
る
前
に
は

魚
は
一
匹
も
獲
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
イ
エ
ス
様
だ
と

は
気
付
か
な
く
と
も
指
示
通
り

に
網
を
下
ろ
し
た
ら
魚
が
獲
れ

た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
イ

エ
ス
様
の
御
言
葉
が
な
け
れ
ば

救
わ
れ
る
者
は
い
な
い
、
と
い

う
こ
と
の
象
徴
で
し
ょ
う
。
つ

ま
り
、
網
は
イ
エ
ス
様
の
救
い

の
御
言
葉
、
魚
は
私
た
ち
を
意

味
し
て
い
る
の
で
す
。そ
し
て
、

そ
の
「
網
は
破
れ
て
い
な
か
っ

た
」
の
で
す
か
ら
（
21
・
11
）、

す
べ
て
の
人
は
福
音
に
よ
っ
て

3
日
（
土
）
聖
フ
ィ
リ
ポ
　
聖
ヤ
コ
ブ
使
徒

▼
福
崎
英
雄
神
父
霊
名
（
聖
ヤ
コ
ブ
）

▼
石
田
望
神
父
霊
名
（
聖
フ
ィ
リ
ポ
）

▼
宣
教
学
校
・
教
区
本
部
・
13
時

4
日
（
日
）
復
活
節
第
三
主
日

▼
盛
克
志
神
父
叙
階
記
念
（
一
九
九
一
年
）

11
日
（
日
）
復
活
節
第
四
主
日

▼
世
界
召
命
祈
願
の
日

▼
経
済
問
題
評
議
会
・
教
区
本
部
・
14
時

14
日
（
水
）
聖
マ
チ
ア
使
徒

17
日
（
土
）
デ
ィ
ー
ノ
神
父
叙
階
記
念
（
一
九
九
八
年
）

18
日
（
日
）
復
活
節
第
五
主
日

▼
典
礼
研
修
会

19
日
（
月
）
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
例
会

▼Y
O
U
C
A
T

学
習
会
・
教
区
本
部
・
18
時
30
分

20
日
（
火
）
デ
ィ
ー
ノ
神
父
霊
名
（
聖
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
）

▼
教
区
巡
礼
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

24
日
（
土
）
Ｍ
Ｅ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
教
区
本
部
・
10
時

25
日
（
日
）
復
活
節
第
六
主
日

▼
世
界
広
報
の
日

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
北
薩
大
会
・
出
水
教
会
・
13
時

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

31
日
（
土
）
聖
母
の
訪
問

▼
タ
ム
神
父
叙
階
記
念
（
二
〇
〇
七
年
）

祈
り
の
意
向

【
ノ
ベ
ナ
】
聖
ヨ
ゼ
フ
の
取
り
次
ぎ
に
よ
り
各
家
庭
の
絆
が
一
層

強
ま
る
よ
う
に
（
1
日
〜
9
日
）

【
祈
祷
の
使
徒
会
】
世
界
共
通

・
メ
デ
ィ
ア

宣
　
　
　
教

・
マ
リ
ア
の
導
き

日
本
の
教
会

・
安
心
し
た
生
活

会

と

催

し

（
５
月
）

五
月
と
言
え
ば
、
信
者
に
と

っ
て
は
な
ん
と
い
っ
て
も
聖
母

月
。
北
国
で
は
、
長
い
冬
が
終

わ
っ
て
花
の
季
節
と
な
る
の
が

五
月
。
一
年
で
一
番
美
し
い
季

節
に
マ
リ
ア
さ
ま
を
記
念
す
る

の
は
ふ
さ
わ
し
い
。

美
し
い
と
言
え
ば
、
先
日
、

何
気
な
く
目
に
し
た
記
事
の
タ

イ
ト
ル
は
「
美
し
い
経
営
」。

畑
違
い
な
が
ら
、「
判
断
す
る

と
き
ぶ
れ
な
い
軸
が
あ
る
こ

と
」
だ
と
聞
け
ば
、
何
と
な
く

分
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
ま

た
、「
い
い
商
品
は
シ
ン
プ
ル

で
美
し
い
」
と
も
あ
っ
た
。

淡
々
と
い
つ
も
変
わ
ら
ず
に

自
分
の
病
状
を
語
っ
て
い
た
Ｔ

さ
ん
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

る
。
き
っ
と
苦
し
か
っ
た
に
違

い
な
い
の
だ
が
、
苦
し
そ
う
な

表
情
を
見
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、

深
刻
さ
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
の

で
、「
そ
れ
っ
て
、
あ
な
た
の

こ
と
で
す
よ
ね
」
と
聞
き
た
く

な
っ
た
ほ
ど
だ
。
あ
の
社
長
さ

ん
流
に
言
え
ば
、
ぶ
れ
る
こ
と

の
な
い
軸
を
し
っ
か
り
持
っ
た

美
し
い
信
仰
生
活
だ
っ
た
と
言

え
よ
う
。
し
か
し
、
ぶ
れ
な
い

Ｔ
さ
ん
の
信
仰
は
こ

れ
ま
で
の
沢
山
の
辛

い
体
験
を
通
し
て
身

に
つ
け
た
も
の
に
違

い
な
い
。

ま
た
、「
い
い
商
品
は
シ
ン

プ
ル
で
美
し
い
」
と
い
う
社
長

さ
ん
の
言
葉
で
思
い
出
さ
れ
る

の
は
マ
リ
ア
さ
ま
の
「
な
れ
か

し
」
だ
。
商
品
を
引
き
合
い
に

出
す
の
は
、
ど
う
か
と
思
う
が
、

美
し
さ
に
か
け
て
は
、
マ
リ
ア

さ
ま
の
な
れ
か
し
に
し
く
も
の

は
ほ
か
に
な
い
。
十
字
架
の
丘

に
至
る
ま
で
何
百
回
と
な
く
繰

り
返
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
マ
リ
ア

さ
ま
の
な
れ
か
し
は
、「
父
よ
、

私
の
霊
を
御
手
に
ゆ
だ
ね
ま

す
」
と
い
う
主
の
最
後
の
言
葉

で
完
結
し
た
こ
と
に
な
る
。
マ

リ
ア
さ
ま
か
ら
受
け
継
が
れ
た

な
れ
か
し
は
一
貫
し
て
御
父
の

み
旨
に
殉
じ
る
ぶ
れ
る
こ
と
の

な
い
信
仰
告
白
だ
っ
た
か
ら

だ
。
世
を
救
う
シ
ン
プ
ル
な
言

葉
、
な
れ
か
し
。

復
活
を
祝
っ
た
ば
か
り
の
私

た
ち
に
と
っ
て
五
月
は
、
ぶ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
マ
リ
ア
さ

ま
と
復
活
の

主
に
倣
う
月
。

も
っ
と
も
美

し
い
季
節
と

な
る
よ
う
に
。

司
教
執
務
室
便
り

マ
リ
ア
さ
ま
に
倣
う
月

救
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
暗

示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。本

来
の
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
は

「
あ
な
た
が
た
が
、
イ
エ
ス
は

神
の
子
メ
シ
ア
で
あ
る
と
信
じ

る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
信
じ

て
イ
エ
ス
の
名
に
よ
っ
て
命
を

受
け
る
た
め
で
あ
る
」
と
の
言

葉
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
（
20
・

31
）。
加
筆
者
は
こ
の
「
結
び
」

に
敢
え
て
漁
の
描
写
を
加
え
る

こ
と
に
よ
り
、
イ
エ
ス
様
が
真

の
救
い
主
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

復
活
し
た
イ
エ
ス
様
が
漁
を

し
て
い
た
弟
子
た
ち
に
「
舟
の

右
側
に
網
を
打
（
つ
）」
よ
う

に
お
命
じ
に
な
っ
た
と
こ
ろ

「
百
五
十
三
匹
も
の
大
き
な
魚
」

が
獲
れ
ま
し
た
（
ヨ
ハ
ネ
21
・

6
〜
11
）。
少
し
奇
妙
に
思
え

る
の
は
、
わ
ざ
わ
ざ
一
桁
の
数

字
ま
で
書
く
必
然
性
は
あ
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
は

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
二
十
一
章
は
後

代
の
加
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

理
解
す
る
た
め
に
は
一
捻
り
も

二
捻
り
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
聖
書
に
於
い
て
「
七
」

と
は
神
の
救
い
の
御
業
の
成
就

を
意
味
し
ま
す
（
創
世
記
2
・

2
、
列
王
下
5
・
14
等
、
マ
タ

イ
15
・
34
〜
37
、
18
・
22
並

行
）。
次
に
、「
十
」
と
は
古
代

ギ
リ
シ
ア
の
数
学
者
ピ
タ
ゴ
ラ

ス
に
よ
れ
ば
神
聖
な
数
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、「
一
」
と
い
う
始

ま
り
の
数
字
、「
二
」
と
い
う

鈴
木
神
父
の
や
さ
し
い
み
言
葉

穫
れ
た
百
五
十
三
匹
の
魚

三
月
九
日
（
日
）
玉
里
教
会

と
ザ
ビ
エ
ル
教
会
の
教
会
学
校

の
子
ど
も
た
ち
が
合
同
で
「
十

字
架
の
道
行
き
」
を
行
っ
た
。

ザ
ビ
エ
ル
教
会
掲
示
板
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
そ
の
と
き
の
感

想
を
記
し
た
も
の
を
貼
り
出
し

て
い
る
。

子
ど
も
ら
し
く
「
疲
れ
た
」

と
い
う
感
想
が
多
い
中
、
中
に

は
し
っ
か
り
と
キ
リ
ス
ト
の
受

難
を
黙
想
し
た
も
の
も
あ
っ
て

感
心
さ
せ
ら
れ
る
。「
四
旬
節

中
に
一
度
は
十
字
架
の
道
行
き

を
。そ
し
て
ゆ
る
し
の
秘
跡
を
」

と
訴
え
る
両
教
会
学
校
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
で
あ
る
。

教
区
の
皆
様
お
ひ
さ
し
ぶ
り

で
す
。
昨
日
、
四
年
生
た
ち
の

卒
業
式
も
終
わ
り
、
今
日
か
ら

夏
休
み
に
入
り
ま
し
た
。
が
、

私
は
養
成
者
か
ら
の
薦
め
で
今

日
か
ら
「
基
礎
カ
テ
キ
ズ
ム
コ

ー
ス
」
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

忙
し
く
、
責
任
も
あ
っ
た
一

年
間
で
し
た
が
、
何
と
か
祈
り

と
共
に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
責
任
感
と
共
に
成

長
し
た
部
分
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
写
真
は
カ
ル

ロ
神
父
様
が
司
教
様
に
送
る
よ

う
に
と
特
別
に
配
慮
し
て
く
れ

ま
し
た
。
タ
グ
レ
枢
機
卿
と
コ

ル
テ
ス
司
教
と
の
写
真
で
す
。

（
三
月
二
十
四
日
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
便
り

貴
島
神
学
生
か
ら
近
況

カトリック北薩大会
5月25日（日）　出水教会にて

テーマ「家庭教会」〜祈りと食卓〜

受付：12時30分　開始：13時

合
同
で
十
字
架
の
道
行
き

ザ
ビ
エ
ル
と

玉
里
の
子
ど
も
た
ち
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一
明
治
期
の
キ
リ
ス
ト
者

明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の

時
代
に
、
キ
リ
ス
ト
信
者
に
な

っ
た
人
々
に
は
、
文
学
者
で
あ

っ
た
人
々
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
国
木
田
独
歩
、
島
崎
藤
村

（
棄
教
）、
有
島
武
郎
（
内
村
門

下
　
棄
教
）、
正
宗
白
鳥
（
内

村
門
下
）、
小
山
内
薫
（
新

劇
・
内
村
門
下
　
棄
教
）、
北

村
透
谷
な
ど
で
す
。
洗
礼
を
受

け
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

内
村
の
門
下
で
あ
っ
た
志
賀
直

哉
、
武
者
小
路
実
篤
な
ど
の
白

樺
派
の
作
家
は
キ
リ
ス
ト
教
シ

ン
パ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

社
会
主
義
者
で
、
キ
リ
ス
ト

者
と
な
っ
た
人
々
も
沢
山
い
ま

す
。
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇

一
年
）
の
社
会
主
義
政
党
の
創

立
に
参
加
し
た
人
の
う
ち
、
大

逆
事
件
で
死
刑
と
な
っ
た
幸
徳

秋
水
を
除
き
、
安
部
磯
雄
、
片

山
潜
、
西
川
光
二
郎
、
河
上
清
、

木
下
尚
江
ら
は
皆
キ
リ
ス
ト
者

で
あ
っ
た
の
で
す
。
石
川
啄
木

も
社
会
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
の

両
方
に
魅
か
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
社
会
主
義
と
キ
リ
ス
ト

教
が
、
共
に
人
間
と
社
会
の
救

済
を
理
想
と
し
て
掲
げ
て
い
た

が
ゆ
え
に
、
少
な
く
な
い
人
々

が
両
者
は
同
じ
も
の
だ
と
受
け

と
め
て
い
た
か
ら
で
す
。
旧
社

会
党
右
派
の
中
に
、
太
平
洋
戦

争
後
も
片
山
哲
元
首
相
、
河
上

丈
太
郎
元
委
員
長
を
は
じ
め
多

く
の
キ
リ
ス
ト
者
が
い
た
と
い

う
こ
と
は
そ
の
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
社
会
党
委
員
長
、

衆
議
院
議
長
を
歴
任
し
た
土
井

た
か
子
さ
ん
も
キ
リ
ス
ト
者
で

す
。社

会
主
義
者
で
あ
り
、
社
会

党
、
社
会
主
義
協
会
創
立
に
参

加
し
、「
社
会
主
義
伝
道
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
た
社
会
党

（
後
、
離
党
）
の
荒
畑
寒
村
も

キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
、
足
尾
鉱

毒
事
件
で
資
本
家
に
立
ち
向
か

っ
た
田
中
正
造
は
、
内
村
か
ら

聖
書
を
牢
獄
で
差
し
入
れ
ら

れ
、
気
持
ち
は
キ
リ
ス
ト
者
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

（
参
考
資
料
　
隅
谷
三
喜
男

『
近
代
日
本
の
形
成
と
キ
リ
ス

ト
教
』、
同
『
日
本
の
社
会
思

想
―
近
代
化
と
キ
リ
ス
ト
教
』、

荒
畑
寒
村
『
寒
村
自
伝
』）。

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の

思
想
家
の
中
に
も
多
く
の
キ
リ

ス
ト
者
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
が
新

し
い
日
本
国
家
を
建
設
し
て
い

く
ビ
ジ
ョ
ン
（
指
導
原
理
、
理

想
、
理
念
）
を
与
え
て
い
た
か

ら
で
す
。
新
生
日
本
の
明
治
国

家
の
理
念
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト

教
を
捉
え
た
キ
リ
ス
ト
者
思
想

家
に｢

敬
天
愛
人
説｣

の
提
唱

者
・
中
村
正
直
（
敬
宇
）、
山

路
愛
山
、
徳
富
蘇
峰
、
新
島
襄
、

植
村
正
久
、
内
村
鑑
三
、
新
渡

戸
稲
造
な
ど
が
い
ま
し
た
。

シ
ン
パ
と
し
て
は
、勝
海
舟
、

福
沢
諭
吉
、
西
郷
隆
盛
ら
も
、

い
た
の
で
す
。

勝
は
洗
礼
を
受
け
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
の
考
え
方
は
極
め

て
キ
リ
ス
ト
教
的
で
あ
り
、
福

沢
も
欧
米
列
強
が
日
本
を
植
民

地
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

へ
の
警
戒
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教

を
排
撃
し
ま
し
た
が
聖
書
を
否

定
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
福
沢
は
慶
応
義
塾
に

お
い
て
、
英
語
を
教
え
る
宣
教

師
が
聖
書
を
学
生
に
教
え
る
こ

と
に
対
し
て
異
を
唱
え
ず
、
認

可
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。
福

沢
自
身
は
受
洗
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
息
子
と
娘
の
洗
礼
を
認

め
て
い
ま
す
。
孫
の
代
に
は
、

福
沢
家
の
多
く
の
人
々
が
キ
リ

さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
パ
ウ

ロ
の
信
仰
が
は
じ
め
「
行
い
に

よ
る
義
」
を
求
め
て
行
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
究
極
的
に
救

い
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
畢

竟
「
神
の
あ
わ
れ
み
に
よ
る
救

い
」
へ
と
ジ
ャ
ン
プ
さ
せ
て
い

っ
た
こ
と
と
軌
を
一
に
さ
せ
て

い
ま
す
。

藤
村
は
、
苦
悩
を
宗
教
的
理

想
を
探
究
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
救
お
う
と
し
た
の
で
す
が
、

そ
れ
を
救
い
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
人
間
の
努
力
、
探
求
だ
け

を
棄
て
て
し
ま
う
の
で
す
。
代

表
作
の
一
つ
『
新
生
』
は
信
仰

に
よ
る
救
済
を
放
棄
し
た
作
品

と
な
っ
て
い
ま
す
（
高
坂
・
久

山
他
著
『
近
代
日
本
と
キ
リ
ス

ト
教
―
明
治
編
』）。

け
れ
ど
内
村
は
違
い
ま
し

た
。
内
村
も
は
じ
め
は
人
間
の

苦
悩
の
問
題
を
宗
教
的
理
想
に

よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
い

た
の
で
す
。
し
か
し
理
想
を
探

究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間

の
苦
悩
の
問
題
は
解
決
さ
れ
、

救
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

に
内
村
は
行
き
着
い
た
の
で

す
。「

義
と
さ
れ
る
に
は
、
善
を

お
こ
な
い
、
つ
ぐ
な
い
を
果
た

す
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

た
だ
、神
の
あ
わ
れ
み
に
よ
る
。

キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
い
さ
お

し
に
よ
っ
て
の
み
、
人
は
義
と

さ
れ
、
救
わ
れ
る
」
と
い
う
パ

ウ
ロ
の
ロ
マ
書
の
核
心
に
内
村

は
行
き
着
い
た
の
で
す
。

内
村
は
真
理
を
求
め
る
求
道

の
道
、
誠
実
・
至
誠
の
道
、
義

を
果
た
す
「
武
士
道
」
に
接
ぎ

木
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
を
神
の

あ
わ
れ
み
に
よ
る
救
い
の
キ
リ

ス
ト
教
へ
と
ジ
ャ
ン
プ（
飛
躍
）

ス
ト
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
慶

応
大
学
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神

学
校
と
協
力
関
係
に
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
・
カ
ト
リ
ッ
ク
を
問
わ
ず
、

慶
応
大
学
に
多
く
の
キ
リ
ス
ト

者
が
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
（
参
考
資
料
　
守
部

喜
雅
『
聖
書
を
読
ん
だ
サ
ム
ラ

イ
た
ち
』、
山
路
愛
山
『
前
掲

書
』、
花
井
等
『
国
際
人
・
新

渡
戸
稲
造
―
武
士
道
と
キ
リ
ス

ト
教
』）。

二
内
村
の
信
仰
の
捉
え
方

内
村
と
作
家
の
島
崎
藤
村
の

信
仰
の
捉
え
方
に
は
好
対
照
と

さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
文

学
者
で
あ
っ
た
藤
村
に
は
、
人

生
の
苦
悩
を
宗
教
的
理
想
に
よ

っ
て
止
揚
さ
せ
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

理
想
を
探
究
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
苦
悩
を
究
極
的
に
解
決
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
藤
村
は
信
仰

キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
㉔

内
村
鑑
三
と
キ
リ
ス
ト
教
（
二
）

溝
辺
教
会
主
任
司
祭

坂

本

　

進

で
は
解
決
で
き
な
い
の
で
す
。

無
条
件
な
る
神
の
あ
わ
れ
み
に

依
り
頼
み
、
ま
か
せ
き
る
こ
と

に
よ
っ
て
人
は
救
わ
れ
得
る
の

で
す
。
宗
教
の
究
極
が
神
の
あ

わ
れ
み
に
ゆ
だ
ね
切
る
と
こ
ろ

に
あ
る
、
ゆ
え
ん
で
し
ょ
う
。

傷
つ
い
て
人
生
の
苦
悩
を
負
っ

た
内
村
の
魂
を
救
っ
た
も
の
、

そ
れ
は
、
全
き
神
へ
の
ゆ
だ
ね

に
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、

そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

信
仰
の
核
心
は
、
ま
か
せ
切
る

と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。
藤
村

や
小
山
内
薫
、
有
島
武
郎
が
棄

教
し
て
い
っ
た
の
は
、
神
の
あ

わ
れ
み
に
ま
か
せ
切
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で

す
。有

島
は
、
苦
悩
を
解
決
で
き

ず
、
自
殺
を
選
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
内
村
の
著
作
を
読
み
キ

リ
ス
ト
教
に
近
づ
き
な
が
ら

も
、
太
宰
治
は
神
の
あ
わ
れ
み

に
ま
か
せ
切
る
こ
と
が
で
き
ず

自
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す

（
全
章
を
通
じ
て
、
以
下
の
書

を
参
考
と
し
て
い
ま
す
。
小
原

信
『
内
村
鑑
三
の
生
涯
』
Ｐ
Ｈ

Ｐ
　
一
九
九
七
年
。
松
沢
弘
陽

『
日
本
の
名
著
　
三
十
八
・
内

村
鑑
三
』
中
央
公
論
社
　
一
九

八
四
年
。
関
根
正
雄
『
内
村
鑑

三
』清
水
書
院
　
一
九
六
七
年
。

鈴
木
範
久
『
内
村
鑑
三
』
岩
波

書
店
　
一
九
八
四
年
）。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
年
）

五
月
三
日
か
ら
、
私
た
ち
は
現
行

の
憲
法
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
憲
法
の
三
本
の
柱
と
も
言
え
る

基
本
理
念
は
「
民
主
主
義
」、「
国

際
平
和
主
義
」、
そ
し
て
「
主
権
在

民
主
義
」
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

と
こ
ろ
が
今
、「
日
本
国
憲
法
」
は
大
き
な
試

練
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。特

に
、
九
条
を
中
心

に
現
行
憲
法
の「
改
正
」

を
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
十
年
前
に
「
九
条
の
会
」
が
日
本

国
憲
法
九
条
の
改
正
の
動
き
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

改
憲
の
企
て
を
阻
む
た
め
の
一
人
ひ
と
り
の
努

力
を
呼
び
か
け
た
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
ア
ピ
ー
ル
の
中
で
、
改
憲
の
意
図
に
つ

い
て
、「
日
本
を
ア
メ
リ
カ
に
従
っ
て
『
戦
争
を

す
る
国
』
に
変
え
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
集
団
的
自
衛
権
の
容
認
、
自
衛
隊

の
海
外
派
兵
と
武
力
の
行
使
な
ど
、
憲
法
上
の

拘
束
を
実
際
上
破
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

非
核
三
原
則
や
武
器
輸
出
の
禁
止
な
ど
の
重
要

施
策
を
無
き
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

（
後
段
略
）」
と
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

確
か
に
、
多
様
な
価
値
観
を
持
っ
た
国
民
が

互
い
に
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
共
に
生
き
て
ゆ

け
る
成
熟
し
た
豊
か

な
社
会
を
建
設
す
る

こ
と
は
「
民
主
主
義
」

の
原
則
で
す
。

し
か
し
、
今
、「
国
の
か
た
ち
」
が
大
き
く
変

え
ら
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
福
音
を
生
き
、
証
し

す
る
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
何
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
自
分
の
頭
で
し
っ
か

り
考
え
る
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
考
え
る
民
（
キ
リ
ス
ト
者
）
で
こ
そ
生
き
ら

れ
る
」
の
で
す
。

（
玉
里
教
会
主
任
司
祭
・
小
隈
憲
士
）

憲
法
記
念
日
に
思
う

パン種

短
　
歌

鹿
児
島
純
心
　
川
上
　
　
和

春
の
風
ヨ
ハ
ネ
パ
ウ
ロ
に
聖
列
聖
の
喜
び
の
こ
だ

ま
世
界
の
空
へ

春
の
土
折
ら
れ
し
命
よ
み
が
え
る
サ
ン
タ
マ
リ
ア

の
ま
な
ざ
し
射
し
て

（
信
徒
発
見
百
五
十
年
に
寄
せ
て
）

鴨
池
教
会
　
前
田
　
儀
子

天
仰
ぎ
声
立
て
哭
け
ど
神
の
へ
に
ゆ
き
て
姿
の
見

え
ぬ
妹

底
ご
も
る
悲
し
み
う
ご
く
妹
の
墓
石
に
セ
キ
レ
イ

は
待
つ

転
勤
の
神
父
送
り
て
船
に
乗
る
日
本
語
の
上
達
を

祈
る
の
み

奄
美
市
　
林
　
　
常
広

独
学
で
ラ
ブ
ミ
ー
テ
ン
ダ
ー
弾
け
た
ぞ
と
二
年
が

か
り
の
ギ
タ
ー
の
音
色

俳
　
句

鹿
児
島
市
　
徳
永
ノ
ブ
子

淋
し
さ
や
司
祭
転
勤
春
う
ら
ら

テ
ー
プ
引
く
波
止
場
の
別
れ
四
月
か
な

年
重
ね
手
持
ち
ぶ
さ
た
の
日
永
か
な

鹿
児
島
純
心
　
川
上
　
　
和

花
ふ
ぶ
き
旅
立
つ
友
を
祝
福
し

国
分
教
会
　
政
　
ノ
ブ
子

司
祭
撞
く
花
び
ら
踏
み
て
ミ
サ
の
鐘

藤
の
下
挨
拶
交
し
憩
い
の
場

文

芸

マリア山荘セミナー
西郷隆盛を学ぶ（第3回）

テーマ：西郷隆盛とリーダーシップ
日　時：6月29日（日）

⑴記念ミサ（9時30分）
⑵セミナー（11時〜16時）

問合せ：℡0995（58）2994

1泊2食付で2,500円（要予約・条件付）

あまみユースホステル
条件：①信者、未信者は問いません。但し、週

日のミサ（月曜日、木曜日早朝）に参列で
きる人　②この広告の切り抜きを持参の人

奄美市名瀬知名瀬2380
☎・℻0997（54）8969　稲




